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ふと 気がついて、 軍隊 はお どろいた。 自分た ちが 学校 

の 看板 をと つて 投げす てた その 溝川へ、 あろう ことか 

A 部隊と 大書した 板が 投げ こまれて いるで はない か。 

娘 ども、 と 思って いた 女生徒た ち 以外に そんな こと を 

敢えてす る 者 は、 その 雑木林の 町に はいない。 問題と 

なって、 そこの 女生徒 全部 を 軍法会議に まわす と 云つ 

て 脅かした。 学校 当局 は あわてて 生徒た ちに 謝らせよ 

うとした。 

けれども、 生徒た ち は、 皆で 軍法会議に まわされる 

ならば、 それ は 仕方がない。 軍法会議の 席で、 初めに 

乱暴 をした の は 誰で あるかと いう こと を 明かに して、 
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